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叙事詩の宗教哲学
—Moks.adharma-parvan 和訳研究 (XXXV) 1—

茂 木 秀 淳 信州大学教育学部
キーワード： プルシャ，プラクリティ，グナ，第二十五，ダルマ

[292章] (B.303章, C.11263-11316, K.309章)

ヴァシシュタ仙は言った。

(1) このように (プルシャ (purus.a 霊魂) は) 覚醒しないために，無知に (abuddham)

従うのである。そして (プルシャは) 一つの身体から何千という身体を得るのであ

る。(Cf.Otto Strauss[1912]: gegenüber der Erkenntnis der Nichttätershaft des Purua. a,

p.257(65).26)

(2) (プルシャは)何千という動物の中に，そしてある時は，神々の中にも，(前世の)グ

ナ (gun. a性質)が滅し2，(他の)もろもろのグナと結合することによって，生まれるの

である (upapadyati)。

1本稿は『叙事詩の宗教哲学— Moks.adharma-parvan 和訳研究 (XXXIV)—』(信州大学教育学部研究紀論集第 7
号 (pp.103-122) に続くものである。略号などは前稿に準ずる。なお本号で用いる主なものは下記のとおりである。

• Hopkins[1901]: E.W.Hopkins, Yoga-technique in the Great Epic, JAOS. vol.22, 1901, pp.333-379.

• Hopkins[Great Epic]: E.W.Hopkins, The Great Epic of India, Its Character and Origin, 1901, Reprint
Caluctta 1978.

• Hopkins[1902]: E.W.Hopkins, Remarks on the Form of Numbers, the Method of Using them, and the Nu-
merical Categories found in the Mahābhārata, JAOS.vol.23, pp.109-155, 1902.

• Hopkins[1902-2]: E.W.Hopkins, Phrases of Time and Age in the Sanskrit Epic, JAOS.vol.23, pp.350-357,
1902.

• Hopkins[1903]: E.W.Hopkins, Epic Chronology, JAOS.vol.24, pp.7-56, 1903.

• Otto Strauss[1912]: Otto Strauss, Ethiscche Probleme aus dem “Mahābhārata”, Tipografia Galileiana,
Firenze, 1912.

• Haars[1922]: George C.O.Haas, Recurrent and Parallel Passages in the Principal Upanishads and the
Bhagavad-Gı̄tā, JAOS, vol.42, 1922, pp.1-43.

• Edgerton[1965]: F.Edgerton, The Beginnings of Indian Philosophy, London, 1965.

• Oberlies[Grammar]: Thomas Oberlies, Grammar of Epic Sanskrit, (Indian Philology and South Asian Stud-
ies 5), Berlin 2003.

2gun. aks.ayāt Ca.,Cp.: gun. aks.ayāt, gun. agr.hāt, prakr.ter ity arthah. (Cp. s.as.t.hyarthe pañcamı̄yam) / (gun. aks.ayāt
とは，グナの家，すなわちプラクリティの，という意味である。(Cp. 奪格は所有格の意味で用いられている)) Cn.
gun. aks.ayāt, gun. asāmarthyāt / ks.i ks.ayaiśvartyayor ity aiśvaryārthasya ks.idhātoh. rūpam / (gun. aks.ayāt とは，グナの
力によって，という意味である。「語根 ks.iは滅と支配力において (用いられる)」ということから，支配力を指示対象
とする ks.i という語根の具体的現われ (rūpa) である) Cs. gun. aks.ayāt, jñānavairāgyādisvābhāvikagun. atiraskārāt /
(gun. aks.ayāt とは，知識・離欲などという本性的な性質が隠れることから，という意味である) Deussen: und der
Herrshaft der Guna’s [über ihn], p.614,v.2.
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(3) 人間存在から (mānus.yatvāt)天に赴き，天から人間界に (赴く)。(そして)人間界か

ら地獄界へと際限なく3達するのである。

(4) 繭を作る4虫 (蚕)が糸・糸筋・細糸によって (sūtra-tantu-gun. aih. )自分を (ātmānam)

包むのと同様に，このグナなき者 (プルシャ)は，もろもろのグナによって自分を覆う

のである。(Cf.Hopkins[Great Epic]: kośakāra, p.151.fn.2)

(5) 彼は苦楽なき者であるが5，この世でのさまざまな母胎の中で対立ある状態 (dvandva)

に至る。頭痛において，眼病において，歯痛において，喉つまりにおいて，

(6) 水腫において，痔疾において6，喉の炎症と下痢において (?)7，
はくらい

白癩病において8，

火傷において，そして
かいせん

疥癬と
てんかん

癲癇においても9。

(7) そしてそれは，身体をもつ者たちにおいて生じる物質性の (prākr.tāni)他の様々な

対立をも (自分のものと)考えるのである (abhimanyate)10。(誤った)自意識のために

(abhı̄mānāt)，それは (対立による苦しみを)もろもろのよき行為 (sukr.tāni)とさえ考

えるのである。

(8) (彼は)一枚の同じ衣服を着11，汚れた衣服を着，常に地面に (adas)横たわり，蛙

のように横たわり12，そして勇士の座法をとり (vı̄rāsanagatas)，(cf.Hopkins[1901]:

vı̄rāsana, man.d. ūkyaśāyin, p.348,fn.1)

(9) 襤褸を着て，屋外で13横たわり，そして座る。そして煉瓦の寝台に，刺の寝台に (横

たわり，座る)。

(10) (彼は)灰の寝台に横たわり，大地に横たわり，塗香し14，勇士の場所 (戦場?)15・

水・泥の上に，そしてもろもろの板の上にも横たわり，(cf.Hopkins[1901]: vı̄rasthāna,

p.348,fn.1)
3P.,B.: ānantyam. K. anantam. N. ānantyam anantam / (ānantyam とは，終ることなく，という意味である)

K. は霊魂の永遠性を意味する ānantyam との混同を避けたか。
4kośakāro Ca. kośakārah. kr.miviśes.ah. , svanirmitatantubhir ātmaves.t.akah. / (kośakārah.とは，虫の一種であり，

自分で作ったもろもろの糸によって自分を覆うものである)
5nirdvandvas Cn. nirdvandvah. , sukhaduh. khādihı̄nah. / (nirdvandvah.とは，苦楽などのないものである)
6P. ’rśasām. roge B.,K.: tr.s.āroge
7P. jvalagan. d. avis.ūcike B.,K.: jvalagan. d. e vis.ūcike
8P. śvitre kus.t.he B.,K.: śvitrakus.t.he
9sidhmāpasmārayor api Cn. sidhmā, kāsaśvāsah. / (sidhman とは, 喘息である) Cf.Suśruta Sam. hitā

Nidānasthāna 5.12; Caraka Sam. hitā 1.19.4 (七種の皮膚病の一つ)
10B. はこの後に次の行を挿入し，P.ef 句と共に第 8 詩節としている。

tiryagyonisahasres.u kadācid devatāsv api / (何千という動物において，ある時は，神々においてさえ)
11P. ekavāsāś ca B.,K.: śuklavāsāś ca
12man. d. ūkaśāyı̄ Cn. man.d. ūkavat pān. ipādam. sam. kocya nyubjah. śete iti man.d. ūkaśāyı̄ / (蛙のように手足を縮め

て下を見ている，というのが，man.d. ūkaśāyı̄の意味である) Cp. man. d. ūkavad guhāśāyah. / (蛙のように，洞窟の中
にいる，という意味である) Cs. man. d. ūkavat sadā jalaśāyı̄ / (蛙のように，常に水中にいる，という意味である)

13ākāśe Cn. ākāśe, nirāvaran. asthāne / (ākāśeとは，覆いのない場所で，という意味である) Cs. anāvr.tadeśe /
(覆われていない場所で，という意味である)

14P.,K.: bhūmiśayyānulepanah. B. bhūmiśayyā tales.u ca
15vı̄rasthāna- Ca.,Cp.: vı̄rasthānam. , ciram ūrdhvato ’vasthānam / (vı̄rasthāna とは，長く直立していることであ

る) Ganguli: on battlefields (p.14.8) Deussen: in der Yogastellung heroischer Art (p.614, v.11)

茂木

194



(11) さまざまな寝台で (横たわり)，果実に対する願望はあるが，果実をもたず16，ムン

ジャ草の帯をして裸形をとり，また亜麻の布と黒い鹿皮を (身につけ),

(12) 麻と毛皮を衣服とし17，虎の皮を衣服とし，獅子の皮を衣服とし，そしてまた絹の

服を着18，

(13) 蚕より生じるものを衣服とし19，そしてまた
ぼ ろ

襤褸を纏い，無知のために，他の多く

の衣服を (着ることを)考える。

(14) さまざまな食事，さまざまな財宝 (のことを考える)。同じ衣服 (を着ている)間に

食べることを20，(一日に)一度食べることを (考える)。(Cf.Hopkins[1902-2]: a list of

fast and fasters, p.352.35)

(15) 彼は，四時・八時に一度食べ，そして六時に一度のみ食べ，また六夜に一度，そし

て八日に一度食べる。

(16) 七夜か十日に一度食べ21，十二日に一度食べ，一ヶ月断食し，根を食べ，果実を食

べる。(Cf.Hopkins[1902-2]: the word for time for eating, p.352.19)

(17) 風を食べ，水・油粕 (pin. yāka)・牛糞を食べ物とし22，牛の小便を飲み，野菜と花

を食べる。

(18) 苔を食べ，そして粥の上澄みで暮し23，もろもろの枯葉によって暮し，落ちた果実

を食べる。(Cf.Manu Smr.ti 6.21)

(19) (彼は)また，安楽を望んで24，さまざまな苦行を行い，規定どおりに，チャーンド

16P. phalagr.ddhyānvito ’phalah. B.,K.: phalagr.ddhyānvitas tathā Ca. phalagr.ddhyā, phalabhogena / (phala-
gr.ddhyāとは，果実食によって，という意味である) Cn. phalāśā muñjamekhaleti kaupı̄navattvam. laks.yate / (「果
実を食べ，ムンジャ草を帯とし」によって，腰布のみを纏うことが述べられている)

17P.,B.: śān. ı̄vālaparı̄dhāno K. śan. avālaparı̄dhāno Cn. vālety āvikakambalo laks.yate / (vālaと言って，毛布が
述べられている) Cv. śān. ı̄ ‘san. abu’ ity apabhram. śabhās.ā / vālah. , bālākhyatr.n. agulmam / (śān. ı̄とは，san. abuという
アパブランシャ語である。vāla は，bāla と呼ばれる草木である)

18B. は，この後に以下の行を挿入している。
phalakam. paridhānaś ca tathā kan. t.akavastradhr.k / (樹皮を着用し，そしてまた棘からなる衣服を着し)

Cf.Hopkins[Great Epic]: Illustrations of Epic Śloka Forms, No.8, p.448.4.
19P.,B.: kı̄t.akāvasanaś caiva K. kı̄t.akārpāsavasanaś ca Ca. kı̄t.akāvasanah. , kauśeyavastrah. / (kı̄t.akāvasanah.と

は，絹の衣服である) Cn. pat.t.asūtrajavastrah. / (絹の糸で作られた衣服である)
20P.,K.: ekavastrāntarāśitvam B. ekarātrantarāśitvam Cs. ekavastram. antaram. madhyam. yathā bhavati tathā

yo ’śnāti, ekāhāntaritāśitvam ity arthah. / (同一の衣服でいる間に食べる，すなわち一日隔てて食べる，というのが，
ekavastrāntarāśitvam の意味である)

21saptarātradaśāhāro Cn. daśāhāro, daśāhāhārah. / eko hākāro luptah. / daśāhena āhāro yasyety arthah. /
(daśāhārah.とは，daśāhāharah.であり，ha 字が一字落ちている。その者は十日経つと食事をする，という意味で
ある)

22P. ’m. bupin. yākagomayādana eva B.,K.: ’m. bupin. yākadadhigomayabhojanah.
23ācāmena vartayan Cn.,Cp.: ācāmena, bhaktaman. d. ena / (Amara. 2.9.49) (ācamenaとは，乳粥で，という意味

である)
24P. sukhakāṅks.ayā B.,K.: siddhikāṅks.ayā
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ラーヤナを何度も (cāndrāyan. āni)行い，そして (生活期の)さまざまな特徴 (的行為)

を25行うのである。(Cf.Manu Smr.ti 11.217ff, Cāndrāyan. a)

(20) (彼は)，四生活期の道に趣き，またもろもろの隠棲所にも (順序だてずに?)赴くの

である26。また異端者たちやもろもろの洞窟，山岳にも近づくのである27。

(21) さまざまな山の蔭，そしてもろもろの泉28,さまざまな呪文，さまざまな誓約を，

(22) 多くの種類の制戒，さまざまな苦行，さまざまな形の祭式，そしてまたさまざまな

規範を，

(23) 商業 (van. ikpatha)，再生族とクシャトリヤ，ヴァイシャとシュードラ29，そして貧

しい人・盲人・気の毒な人々に対するさまざまな形の布施を，

(24) そしてさらにサットヴァ，ラジャス，タマスという三種のグナ (gun. a要素)，そして法・

利益と愛欲を30，無知のゆえに (自分に関係していると)考えるのである (abhimanyati)。

このようにアートマン (＝プルシャ)は，プラクリティ (の働き)によって31単一な自

分を (多数に）分化するのである。

(25) スヴァダーの発声とヴァシャットの発声,スヴァーハーの発声と敬礼，他人のため

の祭式，ヴェーダの教授，布施，そして受納，祭式とヴェーダ学習，そしてさらに

何か他のものもまた，(アートマンが自分と考えるものとして）言われた。(Cf.Otto

Strauss[1912]: Unweisen, dem vedischen Ācāra ergeben, p.206(14).20)

(26) 生死の論争において，そして戦闘において32(アートマンは自分が関係していると考

える)。このように善悪からなるすべては行為の道と言われた。

25liṅgāni vividhāni ca Cs. liṅgāni, āśramaliṅgāni kas.āyadhāran. ādı̄ni / (liṅgāni とは，赤色の衣の着用など，生
活期 (隠棲所か) のもろもろの特徴である)

26P. āśrayaty āśramān api B.,K.; āśrayaty ayathān api
27P. upāsı̄naś ca pās.an. d. ān guhāh. śailām. s tathaiva ca / B.,K.: upāśramān apy aparān pās.an. d. ān vividhān api /

Cn. (reading upāśramān) pāśupatapāñcarātrādyuktadı̄ks.āyogān / (upāśramān とは，パーシュパタ派やパンチャラー
トラ派などによって述べられた，もろもろの潔斎のヨーガである)

28B.,K. はこの後 (P.ab 句と cd 句の間) に以下の三行を挿入している。
pulināni viviktāni viviktāni vanāni ca /　 (遠く離れた島々，そして遠く離れたもろもろの森，)
devasthānāni pun. yāni viviktāni sarām. si ca / (清浄な神々の土地，遠く離れたもろもろの湖，)
viviktāś cāpi śailānām. guhā gr.hanibhopamāh. /

(そしてまた山岳中にあり，家にも似た遠く離れたもろもろの洞穴，)
29P. dvijaks.atram. vaiśyaśūdram. tathaiva ca B. dvijam. ks.atram. vaiśyaśūdrās thaiva ca K. dvijaks.atram.

vaiśyam. śūdrās tathaiva ca
30dharmārthau kāma eva ca kāma が主格なのは理解しにくいが，kāmam eva ca と読む写本もある (K7, D4,9,

M5)
31prakr.tyā N. prakr.tyopakaran. abhūtayā / (prakr.tyā とは，補助因となった (プラクリティによって)，という意

味である) Ganguli: Under the influence of Prakriti (p.15.10) Deussen: durch den Einfluss der Prakr.ti (p.616,
v.28) ここでのプラクリティは，「無知」, あるいは「無知」を引き起こす原因を意味している。

32viśasane Cn. viśasane, sam. grāme / (viśasaneとは，戦闘において，という意味である)
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(27) 女神プラクリティは大帰滅を33引き起こす。一日の終りに，これらの諸性質を捉え

た後 (abhyetya)，唯一のものとして (ekas)34存在する。

(28) 太陽が，その時に光線の網を止めるかのごとく，かの者も，一切を35何度も遊戯の

ために滅するのである36。

(29) これら種々の心地よき自らの姿と性質もつ者たちに (ātmarūpagun. ān)，このように

(アートマンは)多様に変異し37，(プラクリティは)創造と帰滅を行うのである38。

(30) 行為と無行為の道に執着する者 (アートマン)は，(真実は)三種のグナを超えている

が，三種のグナをそなえ39，行為と無行為の道に達して40,「それ (真実?)はそのよう

である」と考えるのである41。

(31) 「このように私には常にこれらの対立するものが存在する42。これらは私にのみ生

じ，私を束縛する43」と。(Cf.Otto Strauss[1912]: dvandvāni, p.206(14).24)

(32) 彼は無知のゆえに (abuddhitvāt)「これらすべてに打ち勝たなければならない」と，

人の王よ，考える。そして善行もまた (為されるべきと考える)。

(33) 「これら (善行の結果)は，私が神の世界に行くことによって享受すべきである。こ

の世では善悪の結果の生起を享受しよう」(と考える)。

(34) 安楽こそが得られるべし。一旦安楽を私の所有に (mama)すれば44，最後まで，誕生

するたびに，私には安楽があるであろう。(Cf.Otto Strauss[1912]: Die leitende Maxime

von der optimistischen Karmantheorie, p.207(15).3)

(35) 私にはこの世でも行為によって際限なき苦しみが生じるであろう。人間であること

の苦しみは大きい。地獄に落ちることさえある。

33P. mahāpralayam eva ca B.,K.: bhavam. pralayam eva ca
34ekas 男性名詞だが prakr.tiを指すか。またこの章では，gun. aは，人のさまざまな性質という意味とサットヴァ・

ラジャス・タマスという三種の構成要素 (v.24) の意味が混在している。
35P.,K.: sarvam. B. pūrvam.
36krı̄d. ārtham abhimanyate: Deussen:spieleshalber zunichte (abhimanyate vgl. abhimansye Brh.Up.1.2.5) p.616
37P. evam eva vikurvān. ah. B. evam etām. vikurvān. ah. K. evam es.a vikurvān. ah.
38P. sargapralayakarman. ı̄ B.,K.: sargapralayadharmin. ı̄
39P. kriyākriyāpathe raktas trigun. as trigun. ātigah. /　 B.,K.: kriyām. kriyāpathe raktas trigun. ām. s trigunādhipah. /
40P. kriyākriyāpathopetas B.,K.: kriyām.　 kriyāpathopetas
41P. tathā tad iti manyate B.,K.: tathā tad abhimanyate この詩節のあとに B.,K. は次の詩節を挿入している。

prakr.tyā sarvam evedam. jagad andhı̄kr.tam. vibho /
(プラクリティによって，この世界のすべては盲目となるのである，力ある者よ)

rajasā tamasā caiva vyāptam. sarvam anekadhā /
(一切はラジャスとタマスによってさまざまに遍満されている)

42P. vartante mama nityaśah. B. samāvartanti nityaśah. K. vartante mayi nityaśah.
43P. bādhante B.,K.: dhāvante
44P.,B.: sukham eva kartavyam. sakr.t kr.tvā sukham. mama K. pun. yam eva kartavyam. tat kr.tvā susukham. mama

Cf.Otto Strauss[1912]: keiner pessimistische Ton, p.207(15),fn.1.
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(36) そして時がたてば (kālena)，再び私は地獄から人間界に至るであろう。人間界から

神界へ,そして再び神から人間に (至り)，また続いて (paryāyen. a)人間界から地獄に

行くであろう45。

(37) 常にこのようにアートマンでないものが46アートマンの諸性質によって覆われてい

ると認識する者は，そのために (tena)神・人間・地獄に生まれるのである。

(38) 「私のもの」という意識 (mamatva) に覆われた者は，何千劫という創造の間，

死で終るもろもろの身体の中で (mūrtis.u)，常にその世界を (tatra) 巡るのである。

(Cf.Hopkins[1903]: sargakot.isahasrān. i, the duration of a single spirit’s reincarnation,

p.45.4)

(39) このように善悪の果報を本質とする行為を行う者は，(人間・神・地獄の)三界にお

いて身体を得て，果報を得るのである47。

(40) プラクリティが善悪の果報を本質とする行為を行うのである。プラクリティが欲

望をもち，三界においてそれ (果報)を獲得するのである。(Cf.Hopkins[Great Epic]:

prakr.ti as kartr. and bhoktr., p.113.13)

(41) 動物，人間48，そして神の世界 (という三界)において。これら三種の世界はプラク

リティに属すると知るべし。(Cf.MBh.XII.293.2cd)

(42) プラクリティは
ちょうひょう

徴 表なきもの49と言われた。我々はしかし (プラクリティの存在を)

もろもろの徴表によって推理する。同様に，人はプルシャにも徴表 (があること)を50推

理によって知るのである51。(Cf.MBh.XII.293.37; Hopkins[Great Epic]: the existence

of the Source and the spirit inferable from effects, p.147,fn.2)

45upagacchati 主語は一人称なのに，動詞は三人称単数形なのは，韻律のためか。
46nirātmā Cn. nirātmā, nih. svarūpaś cidābhāsaviśis.t.o dehendriyādisam. ghātah. / (nirātmā とは，(アートマンの)

本質を欠いた，すなわち知の光から区別された，身体と感官の集合である) Cs. nirgatah. ātmā niyāmako yasya sa
nirātmā / (ātmā，すなわち制御者が，いないものが，nirātmā である)

47P. aśnāti B.,K.: āpnoti 第 40詩節はほぼ同型であり,そこでは三者とも aśnātiとなっている。B.,K.は同じ
語の繰り返しを避けたか。

48P. tiryagyonau manus.yatve B. tiryagyonimanus.yatvam. K. tiryagyonimanus.yatve
49aliṅgām. Cn. aliṅgām. , nityānumeyām. , na tu vahnivat kadācit pratyaks.ām / (aliṅgāmとは，常に推理されるべき

ものであり，火のように時には直接知覚されるものではない，という意味である) Cp. aliṅgām. , vyaktadharmarahitām /
(aliṅgām とは，目に見える特質のない，という意味である) Cs. pratyaks.en. a nopalabhāmahe ata āha aliṅgām iti /
(我々は (それを) 直接知覚によって知覚しないので，そのために，aliṅgām と言われたのである) Cv. aliṅgām. ,
atı̄ndiryatvāt 　 dr.s.yacihnarahitām / (aliṅgām とは，感官を超えているために目に見える特徴を欠いているものであ
る)

50paurus.am. liṅgam Cv. paurus.am. , jı̄vasam. bandhi, asvātantryākhyam. liṅgam / (paurus.am とは，生命に結びつ
いたもので，不自在と言われる (?)liṅga 徴表である)

51P. anumānād dhi paśyati B.,K.: anumānād dhi manyate B.,K. の読みは, anumānād dhi paśyati の不調和を
解消したものか。cd 句の paurus.am. liṅgam anumānād dhi paśyati「プルシャの徴表を推理によって見る」という表
現はわかりにくい。プルシャは，直接知覚できないが，その存在を推理させるものがある，という意味であろう。
Deussen は，anumānād の代わりに abhimānād と読むことを示唆している（Deussen: p.617, v.47)。
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(43) 彼 (プルシャ)は，(自分とは)別の者の徴表，すなわちプラクリティの徴表を，欠陥

なきものと見なして52，欠陥あるもろもろの門 (感官)に依存して，もろもろの行為を

自分に (あると)考えるのである53。

(44) 耳などのすべて (の感官)と言葉などの五種の行為器官とは, (対象の)諸性質におい

て (感官の)諸性質と共にはたらく。(このことを)「私はこれらを行っている。これら

の感官は私のものである」と, 54

(45) (本来)感官をもたぬ者は考えることになろう。欠陥なき者が「私には欠陥がある」

と，徴表なき者が55，徴表を自分と (考え)，時をもたぬ者が，時は自分に属すると (考

えることになろう)。

(46) サットヴァではない者が，自分をサットヴァと考え，タットヴァでない者が (atattvam. )，

タットヴァは自分に属すると考え，死なない者が，自分は死ぬと考え，不動の者が，

動きは自分に属すると (考えることになろう)。

(47) (彼プルシャは)身体をもたないのに身体を自分と考え，誕生していないのに (asargah. )

自分は誕生したと考え，苦行を離れているのに，苦行を自分と考え，(死後の)行き先

はないのに，自分には行き先があると (考える)。

(48) (彼は)無知なために (abuddhis)，居ないのに (abhavo)自分は居ると考え，恐れはな

いのに自分には恐れがあると考え56，不滅であるのに自分は滅すると考えるのである。

[293章]57(B.304, 305章, C.11317-11367, K.310章)

ヴァシシュタ仙は言った。

(1) (人は)このように，覚醒なき故に，無知な人に近づくために，死を終りとする58何千

劫の誕生 (sargakotisahasrāni)の中を行くのである。(Cf.Hopkins[1903]: the duration

of a single spirit’s reincarnation, p.45.4)

(2) (人は)一つの住居によって59，動物において，人間において，神界において，死を
52liṅgāntaram āsādya prākr.tam. liṅgam avran. am Cn. liṅgāntaram. , puryas.t.akam / (liṅgāntaram とは，八種の部

分からなる身体である)
53P. karmān. y ātmani manyate B. karman. ā ”tmani manyate K. karman. ā ”tmani paśyati
54P. aham etān vai kurvan mamaitāniindriyān. i ca / B.,K.: aham etān vai sarvam. mayy etāniindriyān. i ca /
55aliṅgo Cn. aliṅgah. , liṅgād anyah. / (aliṅga とは，徴表とは異なるもの，という意味である)
56K. はこのあと (ab 句のあと) に以下の句を挿入している。

akartā kartr. cātmānam abı̄jo bı̄jam ātmanah. /
(行為者ではないのに，自分を行為者と考え，原因ではないのに自分には原因があると考える。)

57この章の第 29 － 50 詩節には，Edgerton[1965] の英訳がある (pp.305-307)。
58P.,B.: patanāntāni K. maran. āntāni
59dhāmnā Cs. dhāmaśabdena guhyasthānı̄yam. śarı̄ram ucyate / (dhāman という語によって，秘密の場所であ

るべき身体が言われている) Cv. dhāmnā, ekaikadehena / dhāma, dhamātvena manyamānam. kalāpañcadaśakam /
(dhāmnāとは，一つ一つの身体によって，という意味である。dhāmanとは，住居として考えられる，十五の部分か
らなるものである)
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終りとする60何千という住居を行くのである61。(Cf.MBh.XII.292.41ab)

(3) そこで何千の住居 (すなわち身体)をもつ62この無知な者は，覚醒なき故に63，あた

かも月 (が滅するか)のように，滅するのである (lı̄yate)。

(4) 十五の部分は64(月の) 母胎であり，それが住居であると言われている。第十六番

目の部分が月 (soma)である65，と常にこのように認識すべし。(Cf.MBh.XII.233.15;

Hopkins[Great Epic]: citations in MBh., Br.had Up.1.5.14, s.od. aśakalā, p.26.28, the

group of sixteen, p.169.23)

(5) 覚醒なき者は，永遠に66何度も部分の中で生まれる。(人々は?)彼の住居を享受し67，

そこからさらに誕生するのである68。

(6) 十六番目の部分は微細である (kalā sūks.mā)。それが月であると理解すべし。しか

しそれは神々 (すなわち感官)によって69享受されるのではなく，それ (十六番目の部

分)が神々を享受するのである70。(Cf.Hopkins[1902]: kalā sūks.mā, p.135.16)

(7) このように，それ (十六番目の部分)を放棄した後71，(人は再び)生まれるのであ

る，最高の王よ。それ (十六番目の部分)は，その (生まれた)人にとってプラクリティ

(prakr.ti本性)として観察される。その (プラクリティの)滅によって解脱があると言

われる。

(8) このように身体は，十六の部分からなり，未顕現と名づけられる。「これは私の

ものだ」と考える者は，まさしくそこで (tatraiva身体において)輪廻するのである。

(Cf.MBh.XII.233.8; Haas[1922]: the purus.a with sixteen parts, p.29,No.501)

60P.,B.: maran. āntāni K. patanāntāni Ca. maran. āntāni, na moks.aphalāni / (maran. āntāni とは，解脱を果報と
しない，という意味である)

61P.,K.: tiryagyonau manus.yatve B. tiryagyonimanus.yatve
62P. kośānām. B.,K.: bhūtānām.
63apratibuddhatvād Cv. apratibuddhatvāt, naśvarapañcadaśakalā madı̄yā neti bodharahitatvāt / (apratibuddha-

tvāt とは，滅する十五の部分は私のものではない，という認識を欠いている故に，という意味である)
64kalāh. pañcadaśā Cp. pañcadaśa kalā āyāme vistāre yasya / (pañcadaśa kalāとは，そのものには，縦と横で十

五の部分がある，という意味である) Cs. (gloss): kalāśabdo mahābhūtajñākarmendriyavacanaparah. / (kalā という
語は，大元素と認識器官と行為器官を述べることを目的としている)

65P. somah. s.od. aśamı̄ kalā B.,K.: somam. s.od. aśamı̄m. kalām. Cp. s.od. aśı̄ kalā, mūlaprakr.tirūpā / (第十六番目の
部分は，根本原質を本性としている)

66P.,B.: ’jasram. K. jantuh.
67dhāma tasyopayuñjanti Cp. dhāma, kos.am. sthūladeham. ca, upabhuñjanti(instead of upayuñjanti), janayanti /

(dhāmanとは，蔵であり粗大な身体である。upabhuñjati(享受する)とは，生ぜしめる，という意味である) upayuñjanti
という複数形がわかりにくい。

68P. bhūya eva tu jāyate B.,K.: bhūya evopajāyate Cn. upajāyate, ekavacanam ārs.am / (upajāyateという単数
形は古形である)

69devair Cp. prakr.tipaks.e, devair indriyaih. / (プラクリティの領域 (?) において，devair，すなわち，もろもろ
の感官によって，という意味である)

70devān upayunakti Cv. bhaks.itakalārūpen. a sthitām. s tān devān śuklapaks.e upayunakti / ((ラーフによって?) 食
べられた部分の姿で存在している，その devān を白分の半月において享受するのである)

71P. evam. tām. ks.apayitvā hi B.,K.: etām aks.apayitvā hi P. と B.,K. では意味が反対となる。
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(9) 第二十五はアートマンである72。その汚れなく清浄な存在は，覚醒するまで，清浄

な呼吸を行うまでは73,

(10) 本性は清浄であるとしても，不浄であり，そのように存在するのである，王よ。そ

してまた彼が無知な者に近づくならば，覚醒していても無知となるであろう。

(11) このように (アートマンは)覚醒していない者としても74，知られるべし，最高の王

よ75。三種のグナ (gun. a要素)からなるプラクリティに近づくならば，(アートマンは)

プラクリティに属するものとなろう76。

カラーラ・ジャナカは言った77。

(12) これは滅と不滅の両者の結合と考えられる。尊者よ，男女の結合においても78，そ

れと同様であると言われている。

(13) この世で男がいなければ，女は胎児を孕むことはない。女がいなければ男は (自分

の)姿を (rūpam)創造することはない。

(14) 互いの結合によって，互いのグナ (性質)に依存することによって，息子を79創造す

る。このことはあらゆる母胎において (yonis.u)同様である。

(15) 性的交わりのために抑制することによって80，互いの性質 (gun. a)に依存するするこ

とによって，(妊娠に)適した時に息子を創造するのである81。(次に)この説明をする

であろう。

(16) この世には父のもろもろの性質と母のもろもろの性質とがある。骨，筋，髄は父より

(生じる性質である)と我々は知っている,再生族よ82。(Cf.Hopkins[Great Epic]: the

characteristics of male and female parents, p.178.1)

72P.,K.: pañcavim. śas tathaivātma B. pañcavim. śo mahān ātmā Cf.Oberlies[Grammar]: 5.1.4, Ordinals instead
of cardinals, p.114.15.

73P. śuddhānilanis.evan. āt B. śuddhāśuddhanis.evan. āt K. śuddhāmalanis.evan. āt Cp. śuddhānilanis.evan. āt,
prān. āyāmaparı̄pākāt / (śuddhānilanis.evan. āt とは，呼吸の制御に成熟するまでは，という意味である)

74apratibuddho ’pi Cn. apratibuddhah. , pratı̄po bodhah. pratibodhah. , tadrahito viparyayahı̄nah. / (反対の認識が
pratibodha である。それを欠いている者は転倒を欠いている者である)

75P. ’pi jñeyo nr.patisattama B.,K.: ’pi vijñeyo nr.pasattama
76P.,K.: prākr.to bhavet B. trigun. o bhavet B.304 章は以上の 11 詩節からなっている。第 12 詩節以降は B.

では第 305 章となる。
77B. は，Janaka uvāca として，この詩節から新たな章 (305 章）を始めている。
78P.,B.: strı̄pum. sor vāpi K. strı̄pum. sayoś cāpi Cp. vāśabda upamāyām / (vā の語は，比喩の意味において用

いられている)
79rūpam. Cp. rūpam. , ātmano rūpāntaram. putrākhyam / (rūpam とは，アートマンの別の姿であり，息子と呼ば

れる)
80P. ratyartham abhisam. rodhād B. ratyartham abhisambandhād K. strı̄pum. sor abhisambandhād
81P. nirvartate B.,K.: nirvartyate
82P. pitr.to dvija B. pitr.to gun. āh. K. paitr.kān dvija
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(17) 皮膚，肉，血は，母より生じたものと我々は聞いた。このように，すぐれた再生

族よ，もろもろのヴェーダと聖典に83説かれている。(Cf.Hopkins[Great Epic]: the

characteristics of male and female parents, p.177.31)

(18) 権威は，ヴェーダに説かれたことであり84，聖典に説かれたことである，と言われ

ている。ヴェーダと聖典という権威は85永遠の権威である86。

(19) このように，プラクリティとプルシャは常に結合している。それゆえ，尊者よ，解

脱の教えは87存在しないと私は考える。

(20) あるいは，何か直接的になされる説明 (nidarśana)があるならば，それを私に正しく

お話し下さい。あなたはすべてにおいて明晰である故88。

(21) 解脱を望む我々はまた，病なく，身体なく，老いなく，神々しく，感官を超え，こ

の上なく自在なものを89望んでいる。

ヴァシシュタ仙は言った。

(22) 汝はヴェーダと聖典の説明を述べたが，汝はそれをあるがままに捉えていない90。

(23) 汝は，ヴェーダと聖典の両者の文章を保持している。しかし，汝は文章の真理を正

しく知る者ではない，人々の支配者よ。

(24) ヴェーダにおける，そして聖典における，文章の保持に専念し，そして文章の意味

の真理を知らぬ者，彼にとってその保持は無意味である。

(25) 文章の意味を知らない者は，重荷を運ぶだけである。しかし，文章の意味の真実を

知る者にとって，文章の伝承は無意味ではない。

(26) 文章の意味を尋ねられたならば，彼 (尋ねた者)が，真理の理解によって，その意味

が得られるように，そのように (tādr.śas)話すべし。

(27) しかし，粗雑な知性をもつ者が，よき人々の間で文章の意味を語る時，その理解の

鈍い者が (mandavijñāno)，どうして確信をもって話せようか。

(28) 確信しても，心弱き者は91正しく語ることはなく，嘲笑されることになろう。なぜ
83P. vedaśāstres.u B.,K.: vede śāstre ca
84P.,K.: yac ca vedoktam. B. yat svavedoktam.
85P. vedaśāstrapramān. am. ca B. vedaśāstradvayam. caiva K. vedaśāstrapramān. ānām.
86B.,K. はこの後に次の行を挿入している。

anyonyagun. asam. rodhād anyonyagun. asam. śrayāt /
(互いの性質を妨げることから，互いの性質に依存することから) (cf.P.14ab)

87moks.adharmo Cp. moks.adharmah. , moks.āya upāyānus.t.hānam / (moks.adharmah.とは，解脱のための手段に従
事することである)

88P. pratyaks.o hy asi Cp. pratyaks.ah. , sāks.ātkāravān / (pratyaks.ah.とは，明瞭な知覚をもつ者であるから，とい
う意味である)

89anı̄śvaram Cv. anı̄śvaram, ı̄śvarād bhinnam. muktajı̄vam /　 (anı̄śvaram とは，自在者とは異なる，解脱した
個我である)

90P.,K.: caitan na gr.hn. āti B. caitan nigr.hn. āti P.,K. と B. では意味が反対となる。
91chidrātmā Cs. chidrātmā, vikalpabuddhih. / (chidrātmā とは，疑わしい認識をもつ者である)
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ならば，確信ある者 (ātmavān)でさえも (嘲笑されるのであるから)。

(29) それゆえ王よ，汝は，それが偉大なサーンキヤそしてヨーガに従う人々の間で，真

理に従って，どのように観察されているかを聞くべし。

(30) ヨーガを行う人々が直観する (paśyanti) ものを，サーンキヤの人々は推理する。

サーンキヤとヨーガを同一と92見る者は英知ある人である。(Cf.Bhagavad Gı̄tā 5.1;

Hopkins[Great Epic]: Sām. khya and Yoga as one, p.102.8)

(31) 皮膚，肉，血，脂肪，胆汁，髄，骨，筋と93汝が言ったこのことは94，親愛なる者

よ，感官によって知覚されるものである95。(Cf.MBh.XII.293.35ab)

(32) 物質 (dravya)は物質から発生する96。同様に，感官は感官から (発生する)。(人は)

身体から身体を獲得する。そして精液から精液を (獲得するのである)。

(33) 感官なき，精液なき，物質なきこの霊魂 (dehin)に97，どうしてもろもろのグナ (gun. āh.

性質)が生じようか。大きなアートマンは98グナなきものであるから。

(34) もろもろの性質 (gun. āh. ) はもろもろの性質において生じ，まさにそこに帰滅する

(niviśanti)。このようにもろもろの性質は，プラクリティ (prakr.ti物質因)より生じる

のであって，(独立して)存在するのではない99。

(35) 皮膚，肉，血，脂肪，胆汁，髄，骨，筋というこれら八種は，精液と共に，プラク

リティに属する (prākr.tāni)と知るべし。(Cf.MBh.XII.293.31ab)

(36) プルシャとプルシャではないものとが100存在する。三種の徴表をもつものは101プ

ラクリティに属すると伝えられている。プルシャとプルシャではないもの (?)は，徴

92P.,K.: ekam. B. evam.
93P. majjāsthi snāyu ca B., K.: majjā ca snāyu ca
94P. yad bhavān idam āha vai B.,K.: tad bhavān idam āha mām
95P.,K.: etad aindriyakam. tāta B. atha caindriyakam. tāta Cn. aindriyakam, indriyasamudāyah. / (aindriyakam

とは，感官の集合である) Cs. indriyagrahan. ayogyam. , pratyaks.am / ((aindriyakamとは)感官による知覚可能なも
のであり，直接知覚の対象である) Cv. aindriyakam. indriyasam. bandhi prameyam /　 (aindriyakam とは，感官と
結びつくものであり，認識対象である)

96P. nis.pattir B.,K.: nirvr.ttir
97P. nirdravyasyāsya dehinah. B.,K.: nirdravyasyāpy adehinah. Cv. nirdravyasya, prkr.tyākhyadravya-

sam. bandharahitasya / dehinah. jñānānandamayadehinah. / (nirdravysasya とは，プラクリティと呼ばれる物質との結
合を欠いている，という意味である。dehin とは，知識と歓喜からなる霊魂である)

98mahātmanah. Cv. mahātmanah. aks.arapadavācyasya paramātmanah. /　 (mahātmanah.とは，不滅の語によって
述べられるべき最高我のことである) 　 Edgerton[1965]: this exalted (soul) (p.305, v.33)

99P. ca na santi ca B.,K.: niviśanti ca 　 B.,K. は ab 句と cd 句で同じ動詞（jāyante と niviśanti) が用いら
れ，誕生と帰滅の対応関係が明確になっている。

100pumām. ś caivāpumām. ś caiva Cv. pumān jı̄vah. , apumān dehādih. / (pumān とは，個我であり，apumān とは，
身体などである)

101trailiṅgyam. Cn. trailiṅgyam, trı̄n. i liṅgāni, svārthe ñyañ /　 (trailiṅgyam とは，三種の徴表であり，その語
自身の意味において (意味を変更することなく) 助詞 ya が用いられている) Cv. trailiṅgyam. , trigun. asam. bandhi /
(trailiṅgyam とは，三種の性質と結びついているもの，という意味である)
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表をもつものとは言われない102。

(37) プラクリティは徴表をもたないが103，自分から生じた (sātmajaih. )もろもろの徴表に

よって認識される (upalabhyati)。例えばそれぞれの季節が，常に花と果実によって，もろ

もろの形として104(認識されるのと同様である)。(Cf.MBh.XII.292.42; Hopkins[Great

Epic]: seasons inferable from fruits, p.147.fn.2)

(38) このように推理によって,徴表なきものも105認識される。親愛なる者よ，第二十五

は，もろもろの徴表に限定されない本性をもっている106。

(39) 始めも終りもなく，限りもなく，一切を見，病なき107者は，ただ108自意識ある者

であるために (abhimānitvāt)，性質をもたないの (agun. a)にもろもろの性質の中にい

ると言われる109。

(40) もろもろのグナ (gun. a性質)は，グナをもつ者に存在する。どうしてグナなき者に

もろもろのグナがあろうか110。それ故，グナを観察する人々はこのように認識するの

である。

(41) しかし，彼 (第二十五)がプラクリティに属するあらゆるグナを (自分のものと)想

像する時111，彼はまさしくグナをもち (その状態を)最高とみなすのである112。

102P. naiva pumān pumām. ś caiva sa liṅgı̄ty abhidhı̄yate B.,K.: na vā pumān pumām. ś caiva sa liṅgı̄ty abhidhı̄yate
Cv. (na vāpumān for naiva pumān) apumān, jı̄vavyatireko nārāyan. ah. / (apumān とは，個我とは区別されるナーラー
ヤナ神である) この詩節の意味は明確でない。c 句に pumān が 2 回現れるので，意味がとりにくくなっている。
この箇所には na vāpumān pumām. ś caiva という異読があり，この読みならば意味をとることが可能である。この
詩節には，pum. (m.) と apum. s(m.) と prākr.tam(n.) の三種の概念が存在しているようである。apum. s が，prākr.tam
と同義なのか，第 26 原理のごとく pum. s の上位概念なのかが，明確でない。cd 句に関して，Deussen は，purus.a
と nicht-purus.a=prakr.ti とし，「プルシャとプラクリティとも Merkmale を持つものとは言われない」と解している
(p.622)。Ganguliは，Jı̄va-soul, the universe, Supreme Soulの 3つの概念を用いて，プラクリティは前 2者のみと
関係し，Supreme Soulには関与しないと解している (p.19)。Edgerton[1965]は，c句冒頭の naを pum. sを否定す
るものととらえ，霊魂であるもの (what is spirit)も霊魂でないもの (what is not spirit)も，諸特徴をもつものと言わ
れる，と解している (p.305, v.36)。

103P. aliṅgā prakr.tir B.,K.: aliṅgāt prakr.tir
104mūrtayas Nı̄lakan. t.ha は amūrtayah.と読んでいる。物質因が aliṅga であるので，季節も amūrtayas の方が比
喩として整合性がある。 Cs. (āmūrtayas) āmūrtayah. , samantād upacitamūrtayah. / (āmūrtayah.とは，周囲に蓄積さ
れたもろもろの形である) Cv. mūrtayah. , anyonyavilaks.an. ās tarumūrtayah. / (mūrtayah.とは，相互に異なる特徴を
もった木のもろもろの形，という意味である)

105aliṅgam Cn. aliṅgam, śuddhacinmātram / (aliṅga とは，純粋な精神のみである)
106P. liṅges.v aniyatātmakah. B.,K.: liġes.u niyatātmakah. Cs. aniyatātmakah. , aniyatasvabhāvah. /

(aniyatātmakah.とは，限定されない本性をもっている，という意味である)
107nirāmayah. Cs. nirāmayah. , apaks.ayādirahitah. / (nirāmayah.とは，衰えることなどない，という意味である)
108kevalam. tv Cv. kevalam. , māyādyupādhim. vinā /　 (kevalam とは，幻などによる限定なしに，という意味で
ある)

109P.,K.: gun. es.v agun. a ucyate B. gun. es.u gun. a ucyate
110nirgun. asya kuto gun. āh. Cv. nirgun. asya, sarvathā gun. arahitasya, jñānānndagun. ā api kutah. /(「どうしてグナな
きものにグナがあろうか」とは，グナなき者，すなわち完全にグナを欠いた者にとって，どうして知識と歓喜という
グナがあろうか，という意味である) Cf.Hopkins[Great Epic]: nirgun. a Brahman, p.121.10.

111P. yadā tv es.a gun. ān sarvān prākr.tān abhimanyate / B. yadā tv es.a gun. ān etān prākr.tān abhimanyate / K.
yadā tv es.a gun. ān eva prākr.tāv anupaśyati /

112P. tadā sa gun. avān eva paramen. a anupaśyati B. tadā sa gun. ahānyaitam. param evānupaśyati K. tadā sa gun. avān
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(42) サーンキヤとヨーガに従う人々が113すべて，統覚 (buddhi)より高いもの114と言っ

たのは，偉大な英知をもつ覚醒しつつある者 (budhyamānam)である。なぜならばそ

れは無知を棄却しているからである115。

(43) そして (彼らは)覚醒しない116未顕現の (プルシャを)グナと結びついた自在者と117，

そしてグナと結びつかない自在者は永遠なる支配者 (adhis.t.hātr.)であると言った。

(44) 最高者を求めるサーンキヤとヨーガに通暁した目覚めた人々は，プラクリティともろも

ろのグナから118第二十五を認識するのである。(Cf.Hopins[Great Epic]: paramais.in. ah. ,

p.125.18,22)

(45) しかし，目覚めた人々が，(生存)状態への誕生を恐れ，未顕現 (の状態のプルシャ)

を覚醒しつつある者と認識する時，(未顕現を)不変の者に119至らしめる。

(46) 以上が正しい証明である120。不正な教示は121，覚醒しつつある者と覚醒しない者

とは，それぞれ別である122(と示すものである)，敵を征服する者よ。

(47) このように滅と不滅との教示が相互に述べられた123。不滅のものは単一である

(ekatva)と言われ，滅するものは複数である (nānātva)と言われた。

(48) 二十五の原理に立つ者が，正しく振舞う時 (?)124，その単一性を知覚しても，その複数

性は知覚しないのである。(Cf.Hopkins[Great Epic]: one Supreme Soul, p.124.20125)

eva paramam. nānupaśyati Cv. (param enam. paśyati) enam. paramātmānam. , gun. ahānyā, prākr.tagun. ahānyā, param.
bhinnam. uttamam. ca paśyati / bandhatvābandhatvābhyām. jı̄veśvarayor bhedam. paśyati / (enam とは，最高我であ
る。gun. ahānyā とは，プラクリティのグナを滅することによって，という意味である。param とは，異なる，すな
わち最高と見る，という意味である。束縛性と非束縛性とによって，個我と自在神の相違を見るのである)

113P. sām. khyā yogāś ca B.,K.: sām. khyayogāś ca
114P.,B.: yad tad buddheh. param. K. yat tam. buddheh. param.
115abuddhaparivarjanāt Cs. abuddhaparivarjanāt, prākr.tavis.ayatyāgāt / (abuddhaparivarjanātとは，プラクリティ
に属する対象を捨てているから，という意味である)

116P. aprabuddham Ca. aprabuddham, anutpannavivekakhyātim / (aprabuddhamとは，判別知が生じていない者
である) Cn. ajñātam /　 (aprabuddham とは，無知の者である)

117P. athāvyaktam. sagun. am. prāhur ı̄śvaram B. athāvyaktam agun. am. prāhur ı̄śvaram K. athāvyaktam. gun. am.
prāhur anı̄śvaram

118prakr.teś ca gun. ānām. ca Deussen: Als den nach der Prakr.ti und ihren Qualitäten Fünfundzwanzigsten erken-
nen (p.623, v.33) Edgerton[1965]: become aware of the twenty-fifth (principle; the soul) after material nature and
its strands. (p.306, v.44) Cf.Speijer, Sanskrit Syntax p.93, Ablative-like Genitive

119P.,B.: samam. tadā K. samantatah. N.śamam iti pāt.he ’pi śamaprāpyam. brahmaiva śamaśabdārthah. / (śamam
という読みの場合には，śama 寂静によって到達されるべきブラフマンがśama の語の意味である)

120nidarśanam. Cs. anidarśanam. , atiniścitadarśanam / (anidarśanam とは，過度に結論づけられた見解である)
121P. asamyag anudarśanam B. asamyag anidarśanam K. asamyak cārthadaśanam
122P. budhyamānāprabuddhābhyām. pr.thak pr.thak B.,K.: budhyamānā prabuddhānām. pr.thak pr.thak
123parasparen. aitad uktam. Cs. parasparen. oktam. , ekatve kalpitam. nānātvam. bhāti, nānātvanis.edhenaikatvam.

bhāti /　 (parasparen. oktam とは，単一であると考えられるものが，多数として現われ，多数であることの否定
によって単一として現われる，ということである)

124P. yadāsamyak pravartate B. yadā samyak pravartate K. yadā samyak pracaks.ate yadāsamyak か yadā
samyakかは punctuationの問題であるが，内容的には yadā samyakの方が読みやすい。 Edgerton[1965]: he (the
soul) moves forward in the proper way, then he sees unity and no plurality (as the ultimate truth). (p.307, v.48)

125Hopkinsは，cd 句 ekatvam. darśanam. cāsya nānātvam. cāpy adarśanamを，「唯一性が正しい見解であり，複数
性は誤った見解である」と解している。
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(49) このように原理と非原理との相違が示された。そして (tu)，賢者たちは，原理とは

二十五の創造物であると126言った。

(50) 非原理は第二十五の原理よりも上位である，というのが正しい見解である (nidarśnam)。

原理とは，(存在物の)集団の集団であり，行為である127。それゆえ (非原理は)原理

よりも永続的である。

[294章]128(B.306章, C.11368-11417, K.311章)

カラーラ・ジャナカは言った。

(1) 複数性と単一性129，とこのようにあなたは言った，最高の聖仙よ。私は，この両者

についての説明には130疑問がある131。

(2) そして私は，粗雑な理解力のために (sthūlabuddhyā)，汚れなき方よ，覚醒せぬ者と

覚醒した者の132，そして覚醒しつつある者の133真実 (tattva)を理解することができな

い。このことに疑いはない。

(3) あなたは滅と不滅の原因を説いたが，それも，私の不確かな理解力のために，消え

たかのごとくである，汚れなき方よ。

(4) それゆえ私は，複数性と単一性の教義，覚醒した者と覚醒しない者，そして覚醒し

つつある者について134正しく聞きたい。

(5) 知と無知について，滅と不滅について（聞きたい），尊者よ。そしてサーンキヤと

ヨーガついて残らず（聞きたい）。そして（両者の）相違性と同一性について (聞き

たい)。

ヴァシシュタ仙は言った。

126P.,B.: pañcavim. śatisargam. tattvam K. pañcavim. śatitattvam. tattvam
127P.,K.: vargasya vargam ācāram. B. sargasya vargam ācāram. Ca. (glossary) mahadādisamudāyasya / (大きな
ものを最初とする集団の，という意味である) 他の異読としては vargyasya がある。

128この章には，Edgertonの英訳がある。(Edgerton[1965]: pp.308-312) Hopkinsは，この章を Teaching of the
Vedānta の章とみなしている。(Hopkins[1901]: p.345.1ff)

129nānātvaikatvam iti Cs. nānātvam. caikatvam. ca nānātvaikatvam iti samāhāre ekavadbhāvam / (nānātvam と
ekatvam とが nānātvaikatvam という合成語であり，集合として，単数として表されている)

130nidarśanam Cp. nidarśanam, niścayena darśanam. yathā syāt tathā brūhı̄ti śes.ah. / (nidarśanam とは，確定的
に示すことである。「それを，あなたはあるべきままにお話し下さい」と補足されるべし)

131P. paśyāmi cābhisam. digdham B. paśyāmy etad dhi sām. digdham K. paśyāmi vābhisam. digdham
132P. tathāprabuddhabuddhābhyām. B.,K.: tathābuddhaprabuddhābhyām. この語は，次の budhyamānasyaとと
もに d 句の tattva を修飾するか。

133budhyamānasya Cp. budhyamānasya, bodhavis.ayı̄bhūtasya /　 (budhyamānasya とは，覚醒の対象になった
者の，という意味である)

134buddham apratibuddham. ca budhyamānam. Cn. buddham. , jñam / apratibuddham. pradhānādi / budhyamānam. ,
cidacidātmānam. jı̄vam / buddhamとは知である。apratibuddhamとは，第一原因などである。budhyamānamとは，
精神と非精神を本質とする個我である)
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(6) それでは汝が尋ねたことを汝に説明するであろう。偉大な王よ，とりわけヨーガの

行法 (yoga-kr.tya)について，私の言うことを聞くべし。

(7) ヨーガ行者たちにとって，ヨーガの行法とは禅定であり，禅定は最高の力である。

またその禅定は二種であるとヴェーダを知る人々は135言った。(Cf.Hopkins[1901]:

dhyānam. dvividham, p.345.6)

(8) (二種とは) 心の集中と呼吸の制御である。呼吸の制御は外面的であり (sagun. a)，

心の (集中)は内面的である (nirgun. a)136。(Cf.Hopkins[1901]: quotation and English

translation of this verse, p.345.10ff)

(9) 排便時，排尿時137,そして食事の時，人々の王よ，(これらの)三種の時には138（禅

定を）行うべきではない。残りの時間にそれに専心して行うべし。

(10) 尊者は139，心によって感官たちをもろもろの感官の対象から引き戻して，十と十

二の方法 (?)によって140，第二十四番目の原理よりも上位のもの，(cf.Hopkins[Great

Epic]: the Sām. khya Scheme, p.127.21ff)

(11) その，不老なものとして存在する141アートマンに，英知をもって，さまざまな指示によっ

て142向かうべし。それが賢者たちによって言われたことである143。(Cf.Hopkins[Great
135P.,K.: vedavido janāh. B. vidyāvido janāh.
136sagun. o nirgun. o Ca. sagun. ah. , nābhyādau sūryālambanah. , nirgun. ah. , sa es.a śūnyavāyudhāran. āt / tathā manaso

’pi āyāmah. sagun. o jyotirādyālambanah. , nirgun. ah. kevalātmanis.t.hah. / (sagun. ah.とは，臍などにおいて太陽を保持する
ことであり，nirugun. ah.とは，空の風に集中するため，そう言われるのである。心の制御もまた，sagun. ah.は光などの保持
であり，nirgun. ah.はアートマンのみに基づくのである) Cp. sagun.o japadhyānasahitah. , nirgun.o japadhyānarahitah. /
(sagun. ah.は，低誦・瞑想を伴い，nirgun. ah.は，低誦・瞑想を欠いている，という意味である) Cv. sagun. ah. prān. āyāmah. ,
vāyoh. recakapūrakakumbhakākhyavyāpāragun. asahitah. / (呼吸の制御は sagun. ah.である，とは，風の，入息・出息・
停止と呼ばれる行為の特性 (gun. a)を伴っている，という意味である) Hopkins[1901]は，sagun. a, nirgun. aを，そ
れぞれ with characteristics, without characteristics と訳している。(p.345.13)

137P. mūtrosarge purı̄s.e ca B.,K.: mūtrotsargapūrı̄s.e ca
138P.,B.: trikālam. K. dvikālam.
139P.,K.: munih. B. śucih.
140daśadvādaśabhir vāpi Cn. daśadvādaśabhih. , daśayuktābhir dvāvim. śatisam. khyābhih. sam. codanābhih. /

(daśadvādaśabhih.とは，十と結びついた (?)二十二という数の指示によって，という意味である) Cs. buddhikarmen-
driyān. i daśa ...... dvādaśabhih. śamadamatitiks.ānasūyāsam. tos.ākārpan. yamaṅgalānityaduh. khodarkatvasukhālapatvair
dvādaśendriyān. i nirvartyam / (daśa とは知覚器官と行為器官であり，dvādaśabhih.，すなわち，寂静・抑制・忍耐・
無恨・満足・自尊・吉祥・常終苦・少安楽 (など?)によって，十二の感官を引き戻すべし，という意味である) Cf.
MBh.XII.304.11; Hopkins[1901]: the meaning of daśa-dvādaśabhi vāpi, Nı̄lakan. t.ha quoted, p.345.31.

141P.,B.: tis.t.hantam ajaram. tam. K. tis.t.hantam ajaram. yam. Cp. tis.t.hantam. , sattāmātren. a vartamānam /
(tis.t.hantam とは，純粋存在として存在している，という意味である)

142P.,K.: tam. codanābhir B. sam. codanābhir Cn. (reading sam. codanābhih. ) cittāśvasya pratodasthānı̄yābhih.
preran. ābhih. / (心という馬の，鞭の位置にあるべきもろもろの刺激物によって，という意味である) (Cf.Edgerton[1965]：
p.309.fn.1; MBh.XII.304.11)

143yat tad uktam. manı̄s.in. ah. Cn. yat tad uktam, yat yasmāt, tacchabdenoktam. — tad iti vā mahato bhūtasya nāma
bhavati — iti śruteh. brahmatvena nirdis.t.ham, atas tadbhāvāpattaye ātmānam. (pratyañcam. narah. caturvim. śāt param.
prati gantum. ) codayet iti pūrven. a sam. bandhah. / (yat tad uktamとは，yat，すなわち，それ故に，tadという語によっ
て言われているものは，あるいは，「tadとは，大きな存在の名称である」という天啓聖典によって，ブラフマンであ
ることが示されている。従って，その状態になるためにアートマンを，(すなわち内面を，人は第二十四原理の上位に
向かって行くために)刺激すべし，というように前詩節と関連している)　 Cn.では pratyañcam. .....gantum.が省略
されている。
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Epic]: the Sām. khya Scheme, p.127.21ff)

(12) 彼らによって144常にアートマンは認識される145，と我々は聞いた。なぜならば (ヨー

ガの)実体は (?dravyam)146，損なわれない心をもつ者にあり (ahı̄namanasah. )，それ

以外にはない，と定まっているからである。

(13) あらゆる執着から離れ，軽い食事をとり，感官を制御して, 前夜と後夜に147，心

(manas)をアートマンの中に保つべし。

(14) 感官の群を心 (manas思考器官)によって確固たるものとして,ミティラーの王よ，心

を統覚 (buddhi)によって確固たるものとして，石のごとく不動に，(cf.Hopkins[1901]:

yoga, restraint of senses, p.333.26)

(15) 柱のごとく揺がず，また山のごとく不動となるであろう148。(聖典の)規定 (vidhi)

と規約 (vidhāna)を知る知者たちは，その時 (彼はヨーガに)集中していると語るので

ある。

(16) 彼が，聞かず，臭いをかがず，味わわず149，見ることもなく，そして接触を認識せ

ず，(彼の)思考器官が考えることはなく，

(17) そして何も望まず，棒のように何も意識しない時，その時，(彼は)ヨーガに集中し，

プラクリティに没入した150，と賢者たちは言った。

(18) 彼は，風のない時に輝く灯火のごとく見え，はためかず，動かず151，上方の道に達

し，横道 (tiryaggatim)には達しないであろう。

(19) それが直観された時，心蔵にいる内的アートマンとして語られるもの152，それを彼

は見るであろう。私のような人々によっては，それは知者 (jña)として知られること

になろう，親愛なる者よ。

(20) 煙なき (火の) ごとく153，七種の光線をもち154輝く太陽のように155，虚空にお
144taiś Cn. taih. , dvāvim. śatyā preran. aih. / (tais とは，二十二種の刺激物によって，という意味である) Cv. taih. ,

niyatendriyaih. / (tais とは，制御されたもろもろの感官によって，という意味である)
145P.,B.: jñeya ity K. yojya iti
146P. dravyam. B. vratam. K. drutam.
147P. pūrvarātre pare caiva B. pūrvarātre pararātre K. pūrvarātre ’pararātre ca
148P.,B.: syād girivac cāpi niścalah. K. syād dāruvac cāpi niścalah.
149rasyati Ca. rasyati rasayatı̄ty arthe chāndasam / (rasyati は，「味わう rasayati」という意味における古形であ
る)

150prakr.tim āpannam. yuktam N. prakr.tim. svasya śuddham. svarūpam. / (prakr.timとは，自分の清浄な本性に，と
いう意味である)

151P. niriṅgaś cācalaś B. nirliṅgo ’vicalaś K. nirliṅgo ’vicalaś
152P.,K.: tu kathyate B. nu kathyate Cv. kathyate, jñānı̄ti kathyate / (kathyate とは，知識ある者として語られ
る，という意味である)

153vidhūmā iva Ca. vidhūmah. , upādhivigame ’malah. / (vidhūmah.とは，限定のない純粋な，という意味である)
154saptārcir Cs. saptārtcih. , sarvakarmadāhaka ity atra dr.s.t.hāntah. / (saptārcih.とは，あらゆる行為を焼く者という
意味の比喩である)

155āditya Cs. ādityah. , kr.tsnajagatprakāśakatve dr.s.t.āntah. / (ādityah.とは，全世界を照らす者という性質に関する
比喩である)
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ける雷光の156火のように，アートマンはアートマンにおいて見られる157のである。

(Cf.Kat.ha Upa 4.13; Maitrāyan. i Upa.6.17; Haas[1922]: The Supreme like a smokeless

fire, p.36,No.658)

(21) それを158，堅忍をもち，ブラフマンの母胎の中にいる159賢明にして偉大なバラモ

ンたちは,母胎なく不死を本性とするものと160見るのである。

(22) それを人々は，もろもろの小さなものよりも小さく，もろもろの大きなものよりも

大きいと言った。このような端をもつ者は161，あらゆる生き物の中に常に存在してい

るが，目には見えないのである。(Cf.Chāndogya Upa. 3.14.3)

(23) (それは)意識の実体によって162，心の灯火 (manodı̄pa)を用いて，大きな暗闇の彼

方に立つ暗闇のない世界創造者として見られるであろう，親愛なる者よ。

(24) それは (sa)，ヴェーダに専念し真理を知る人々によって,「暗闇の追放者」と言われ

る。(それは)汚れなく，暗闇なく，徴表を欠き163，「徴表なき者」と名づけられている。

(25) ヨーガ行者たちのヨーガを私はこのように考える。(それが)ヨーガの特徴である164。

このように見者 (paśyam)，最高の不老のアートマンを (ヨーガを行う)人々は見るの

である165。(Sandhi irregular: prapaśyanti ātmānam (c-d句)

156vaidyuto Cs. vaidyutah. , sakr.d buddhau sphurito ’pi na sthirı̄bhavati / (vaidyutah.とは，一瞬の認識において輝
いても，長く留まらない，という意味である)

157dr.śyate ”tmā tathātmani Cs. ātmani, antah. karan. e / (ātmani とは，内的器官において，という意味である)
158P. yam. paśyanti B. ye paśyanti K. sam. paśyanti
159brahmayonisthā Cn. brahmayonisthāh. , brahmāvagamahetuśāstranis.t.hāh. / (brahmayonisthāh.とは，ブラフマ
ンへの到達の原因である聖典に依拠とする人々である) Cs. brahmadevasya yonir upādānakāran. am. paramātmā,
tannis.t.hāh. / (梵天 (?) の yoni とは，すなわち，物質因であり，最高我である。(brahmayonisthāh.とは) それに専心
する人々である)

160ayonim amr.tātmakam Cs. ayonim, upādānāntarahı̄nam / amr.tātmakam, upādānāntarahı̄nam. , anutpannas-
varūpam / (ayonim とは，他の原因をもたず，という意味であり，amr.tātmakam とは，他の原因をもたず，不生を
本質とする，という意味である)

161P. tadantah. B. tat tattvam. K. tat tatra
162buddhidravyen. a Ca. buddhidravyen. a, buddhir eva dravyam upakaran. am / (buddhidravyen. a とは，buddhi こ
そが dravyaすなわち補助手段であり，それによって，という意味である) Cn. buddhidravyen. a, dhı̄dhanena pum. sā /
(buddhidravyen. a とは，英知を財産とするプルシャによって，という意味である) Ganguli: by a person endued
with wealth of intelligence (p.2.13) Deussen: Aus der Fülle der Buddhi (p.626,v.23) Edgerton[1965]: by the
substance of intelligence (p.310, v.23)

163nirliṅgo Ca. nirliṅgah. , liṅgaśarı̄rān muktah. (in Cs. also) / liṅgasam. jñakah. , liṅgād anumānāt sam. jñā,
samyagjñānam asya / (nirliṅgah.とは，微細身から開放されている，という意味である。liṅgaを名称とするとは，liṅga
によって，すなわち推理によって，名称，すなわち，その正しい知識がある，という意味である) Cn. nirliṅgah. ,
sūtrātmano ’py anyah. / aliṅgeti chedah. / nāsti liṅgam. gamakam asya, vāṅmanasātı̄tatvāt (in Cs. also) / (nirliṅgah.と
は，経糸我とも異なるものである。aliṅga とは区別の目印 (? cheda, a distinguishing mark (Apte)) である。これに
は liṅga，すなわち立証するもの，がない。言葉と心を超えているために，という意味である)

164P. yogam etad dhi yogānām. manye yogasya laks.an. am B. yoga es.a hi yogānām. kim anyad yogalaks.an. am K.
yogam etat tu yogānām. manye yogasya laks.an. am Cf.MBh.XII.304.27; Hopkins[Great Epic]: yogam as a neuter
noun, p.102,fn.1.

165evam. paśyam. prapaśyanti Ca. paśyatı̄ti paśyah. , dras.t.ā / dr.śyam iti sārvatrikapāt.ho jyāyān prakr.tānugataś ca /
darśanayogyārthasya prakr.tatvāt / (paśyatı̄ti paśyah.とは，見者である。dr.śyam という一般的な読みが，より主題に
かなっている。見る (darśna) 能力のある対象が現在の主題であるから)
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(26) これまで私は汝にヨーガの教義を正しく語った。これから列挙の教義である166サーン

キヤの知識を語るであろう。(Cf.Hopkins[Great Epic]: parisam. khyānidarśana, p.126.24)

(27) プラクリティ論者たちは，最高のプラクリティ (parām. prakr.tim. )を未顕現と167語

った。それから「大 (mahat)」が第二番目として生じるのである，すぐれた王よ。

(Cf.Hopkins[Great Epic]: the Sām. khya Scheme, pp.126.24,128.6ff)

(28) 大から自我意識 (aham. kāra)が第三番目として (生じる)と我々に伝えられている。

自我意識から五元素が168(生じる)と，サーンキヤに従う人々は169言った。

(29) これらは八種のプラクリティ (物質因)であり，変異 (vikāra)は十六種である。五

種の特殊 (viśes.a)と五種の感官が170そう (変異)である。(Cf.MBh.XII.298.12-15)

(30) これだけの原理がサーンキヤ (を構成するもの）であると171賢者たちは言った。彼

らはサーンキヤにおける教令 (vidhi)と規定 (vidhāna)を知り，常にサーンキヤの道に

おいて満足する。

(31) ものは生じたところに帰滅する。内的アートマンによって創造された172のと逆の順

序で173帰滅する。

(32) もろもろのグナ (gun. āh. 構成要素)はもろもろのグナにおいて順序通りに創造され，

逆の順序で帰滅する。あたかも海のもろもろの波のごとくである。

(33) 以上がプラクリティの174創造と帰滅である，すぐれた王よ。帰滅においては，それ

(asyaプラクリティ)は単一となり175，(プルシャが?)創造した時には (yadāsr.jat)(プラ
166P. parisam. khyānidarśanam B.,K.: parisam. khyānadarśanam Ca. (parisam. khyādidarśanam. ) ādidarśanam. ,

jagatkāran. asya jñānam. parisam. khyety arthah. / (ādidarśanam とは，世界原因の知識であり，列挙という意味であ
る) Cn. parisam. khyānam. parivrjanam. rajjūragavac uttarottarakāryasya pūrvasmin pūrvasmin pravilāpanam, tena
darśanam. , sāks.ātkāro yasminm. s tat tathā / (parisam. khyānam とは，棄却である。縄と蛇のごとく，より後の結果が
より前の結果を棄却することである。それによる知見，すなわち直接知がそこにあるものが，このように言われるの
である) Cp. parisam. khyānidarśanam. , tattvasam. khyānidarśakam / (parisam. khyānidarśanaとは，原理の数を説明す
るものである)

167avyaktam Cp. vikārasya prāgavasthārūpatvāt avyaktam / (変異の前段階を本質とするのであるから，avyaktam
である)

168pañca bhūtāny Ca. bhūtapadam. tanmātrākhyasūks.maparam / (bhūtaの語は，唯と言われる，極めて微細なも
のを意味している) Cn. pañca bhūtāni, sūks.mān. i pañcatanmātrākhyāni / (pañca bhūtāni とは，五唯と言われる微
細なものである)

169P. sām. khyānudarśinah. B. sām. khyātmadarśinah. K. sām. khyanidarśinah.
170pañcendriyān. i ca Cp. cakārāt karmendriyān. i manaś ceti / (ca の語によって，諸行為器官とマナスとが意図さ
れている)

171P.,B.: sām. khyam K. sām. khyā
172sr.jyante cāntarātmanā Cn. antarātmanā sr.jyante, na tu nirı̄śvarasām. khyābhimatayā prakr.tyā / (antarātmanā

sr.jyante とは，自在神のいないサーンキヤの思想では，プラクリティによってではない，という意味である)
173pratilomāni Cp. pratilomāni, karan. onmukhāni / (pratilomāni とは，原因に向かって，という意味である)
174prakr.ter Cn. prakr.ter iti karman. i s.as.t.hı̄ / (prakr.ter という属格は，具格において用いられている)
175ekatvam. pralaye cāsya Cn. pratilomakramen. a prakr.ter api purus.e pralaye sati, moks.e asam. prajñāte ca, ekat-

vam asya purus.asya bhavati / (逆の順序によってプラクリティもまたプルシャの中に，pralaye，帰滅する時，すなわ
ち，意識なき解脱において，asya，すなわち，プルシャは，ekatvam，すなわち，単一となるのである)
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クリティは)複数となる。王の中のインドラよ，知識対象を考察する人々は176 このよ

うに認識すべきである。

(34) それ (asyaプルシャ)は，監督者であり，未顕現であることもこのように示された177。

真理を知る者 (プルシャ)は，プラクリティに従って178，単一であり多数である。そ

れは，帰滅においては単一，開展によって複数となるのである。

(35) アートマンは，産出を本性とするプラクリティを何度も (bahudhā)生み出すであろ

う179。そしてその田地 (プラクリティ)を第二十五番目の原理である大きなアートマ

ンは監督するのである。

(36) 「(アートマンは)監督者である」と，すぐれた苦行者たちによって (yatisattamaih. )

言われている，王の中のインドラよ。「もろもろの田地を監督する故に，監督者であ

る」と，我々は聞いている。

(37) (それは)未顕現の田地を知るために地田者 (ks.etrajña)とも言われる。未顕現の都城

に横たわるので (pure śete)180，プルシャとも言われる。(Cf.Gopatha Brāhman. a 1.1.39,

puri śete)

(38) 田地と地田者とは異なるものと言われる。田地は181未顕現と言われる。第二十五は

知者である182。

(39) 知識 (jñānam)と知識の対象 (jñeyam)とは別のものであると言われる183。未顕現

は知識であると言われる (cf.Edgerton[1965]: p.311,fn.1)。第二十五は知識の対象で

ある。

(40) 田地は未顕現であると言われる。そして実在 (sattva)も，自在者も (未顕現である

と言われる)184。自在者をもたず，原理をもたない原理，それが第二十五である185。
176P.,K. jñeyacintakaih. B. jñānakovidaih.
177P.,B.: adhis.t.hātāram avyaktam asyāpy etan nidarśanam K. adhis.t.hātā ya ity uktas tasyāpy etan nidarśanam

K. は，purus.a の性質として avyakta を認めないための変更か。
178P.,K. prakr.ter anu tattvavān (K. anutattvavān) B. prakr.ter arthatattvavān Cn. arthatattvavān, arthatattvam.

samyagadhigatavān yah. sa jānı̄yād ity arthah. / (arthatattvavān とは，対象の真実を正しく理解した者が知るべきであ
る，という意味である) Cp. prakr.ter anu, prakr.tim. laks.yı̄kr.tya, tadgrahāt prakr.tyavivekagrahāt / (prakr.ter anu と
は，プラクリティを特徴づけた後，その理解によって，すなわちプラクリティの無分別を捉えることによって，とい
う意味である)

179P.,B.: bahudhātmā prakurvı̄ta prakr.tim. prasavātmakām K. bahudhātmānam akarot prakr.tih. prasavātmikā K.
は，産出という機能をプラクリティに帰している。

180P. avyaktike pure śete B. avyaktike praviśate K. avyaktake pure śete
181ks.etram Cp. ks.ı̄yamān. atvāt karmabı̄janirvāpan. abhūmitvād vā ks.etram / (滅しつつあるために，あるいは行為
の種子を消滅させる地であるために，ks.etra 田地である)

182P.,K.: jñātā vai pañcavim. śakah. B. jñātāram. pañcavim. śakam jñātr.は ks.etrajña と同義か。
183P.,B.: anyad eva ca jñānam. syād anyaj jñeyam. tad ucyate K. anyad eva vaco jñānam. syād anyaj jñeyam ucyate
184P. tathā sattvam. tatheśvaram B. tathā sattvam. tatheśvarah. K. yathāsattvam. tatheśvaram sattva の意味に
ついては，Edgerton[1965]: p.312,fn.1 参照。

185anı̄śvaram atattvam. ca tattvam. tat pañcavim. śatikam Cn. anı̄śvaram, ı̄śvarādipadopāttād dr.śyād anyat /
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(41) 以上がサーンキヤの教義である。それは列挙の教義である186。サーンキヤは，プラ

クリティを創造し，そして主張する187 。(Cf.Hopkins[Great Epic]: sām. khyadarśana,

parisam. khyānadarśana, p.126.20ff)

(42) そして，サーンキヤに従う人々は，プラクリティと共に，原理として (tattvatah. )二

十四の原理を数え挙げ，第二十五は原理を離れている188と (主張する?)。

(43) 第二十五は，非覚醒を本性とする時189，「覚醒しつつある者」と伝えられている190。

しかし，自分自身 (ātmānam)を認識すると，独存となる191。(Cf.Hopkins[Great Epic]:

the 25th as the spirit, p.125.28ff)

(44) このように正しい見解が正しく汝に語られた。これをこのように認識する者たちは，

同一性に至る192。

(45) プラクリティの正しい教示と呼ばれるものが (汝の)眼前にある193。これらはグナ

tacchabdah. paroks.avācı̄ / nāsti tattvam. paroks.atvam. yasya tad atattvam. , nityāparoks.am. dras.t.uh. svarūpam / tad eva
pañcavim. śateh. pūran. am. tattvam anāropitarūpam / anyat sarvam ı̄śvarādikam. dr.śyam āropitam ity arthah. / (anı̄śvaram
とは，自在者などの言葉が用いられる知覚対象とは別のものである。tat の語は，非知覚性を述べている。あるもの
に tattva すなわち非知覚性が存在しない，それが atattvam である。常に知覚されることが，見者の本性である。そ
れこそが第二十五番目の遍満する原理であり，増幅されていない性質をもっている。自在者などからなる一切の知覚
対象は増幅されており，それとは別である，という意味である)

186P.,K.: parisam. khyānadarśanam B. parisam. khyānudarśanam Cn. parisam. khyā, sthūlasūks.makramen. a
cidātmani prapañcapravilāpanam, tām anu, darśanam. sāks.ātkāram. sam. pādayantı̄ty arthah. / (parisam. khyā とは，大
小の順によって，精神我の中に，現象界を吸収することであり，それに従って (anu)，darśana とは，知覚を生じさ
せる，という意味である)

187P. sām. khyam. prakurute caiva prakr.tim. ca pracaks.ae B.,K.: sām. khyāh. prakurvate caiva Ca. prakurute,
parin. amya viśvam. sr.janti / (prakuruteとは，変異して (?)，(サーンキヤに從う人々は?)一切を創造する，という意味
である) Cs. sām. khyāh. prakr.tim. tattvamadhye prakurvate, pracaks.ate / (サーンキヤに從う人々は，プラクリティ
を原理の中央に創造して，語る) N. prakr.tim. māyām. ca pracaks.ate jagatkāran. atvena vadantı̄ti sam. bandhah. / ((サー
ンキヤに從う人々は，) prakr.tim，すなわち幻影を，pracaks.ate，すなわち，世界原因として語る，というように関連
する)

188nistatttvah. Cv. nistatttvah. , caturvim. śatitattves.v abhimānarahitah. / (nistatttvah.とは，二十四の原理に対する意
識がない，という意味である)

189P. ’prabuddhātmā B. prakr.tyātmā K. prabuddhātmā
190’prabuddhātmā budhyamāna iti smr.tah. Ca. buddhātmā budhyamāna iti rūpadvayam. pañcavim. śasya /

caturvim. śatitattve bhedāgrahe sati, pañcavim. śatisam. khyāpūrakāvasthāyām. budhyamānatvam. , buddhatvam. tu
vivekakhyāter anantaram. ı̄śvaras tu nityam. buddhaikarūpa ity āśayah. / (第二十五には，覚醒を本性とする者と覚
醒しつつある者という二つの姿がある。二十四原理が異なると捉えられていない時は，二十五という数を満たす状態
において，覚醒しつつある者である。しかし区別知の後では覚醒者である。自在者は常に覚醒者の一つの姿である，
という意図である) Cn. (reading aprakr.tyātmā) aprakr.tyātmā, prakr.tito nis.kr.s.t.ah. budhyamānah. (divādih. , kartari
śānac (Pān. ini 3.2.126) jı̄va eva prakr.tityāgāt kevalo bhavati / (aprakr.tyātmāとは，プラクリティから引き出され，「覚
醒しつつある者」（budhyamāna は，行為者 (?) において接辞 āna が用いられている)，すなわち，個我 (jı̄va) がプ
ラクリティの棄却によって独存となる，という意味である)

191bhavati kevalah. Cv. kevalah. , kaivalyavān / (kevalah.とは，独存性をもつことである)
192sāmyatām. pratiyānty uta Cv. sāmyatām. pratiyānti / samam. yathāvastu jñānam. , tatsam. bandhinah. sāmyāh. ,

tes.ām. bhāvah. sāmyatā, tām / (samam とは実体に対応した知識である。それと結びついたものが sāmya であり，彼
らの状態が sāmyatā 同一性である。それに（至る）ということである)

193pratyaks.am. prakr.tes tathā Cn. pratyaks.am. prakr.teh. , prakr.ter brahman. o, brahmadarśanam eva samyag-
darśanam / (prakr.teh.とは，すなわちブラフマンであり，ブラフマンについての見解こそが正しい見解である)
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(gun. a構成要素)の原理であり194，他方はグナなきものであろう195。

(46) このように存在している人々には，再び (この世界への)帰還は存在しない。不滅の

状態の性質によって196(彼らには)非相互性があり197不変性があるから。

(47) 同一と考える人々は198これらについての見解を正しく見ることはないであろう。彼

らは，何度も未顕現に至るであろう，敵を調伏する者よ。

(48) すべてをこのように認識する人々は199，一切を覚知する故に200，顕現に支配され201，

顕現するものとして存在することはないであろう202。

(49) 一切は未顕現であり，第二十五は一切を離れていると言われる。この者を認識する

人々には恐れはない。

194P. gun. atattvāny athaitāni B.,K.: gun. atattvād yathaitāni Cv. gun. atattvāni, trigun. ātmakatattvāni / (gun. atat-
tvāny とは，三構成要素を本質とする原理という意味である)

195P.,K.: nirgun. o ’nyas tathā bhavet B. nirgun. ebhyas tathā bhavet　 K.は c句は B.と同じであるが，d句は
P. と同じ読みになっている。

196P.,B.: aks.arabhāvatvād K. aks.arabhāvatve Cs. (reading ks.arabhāvatvam) ks.arah. sam. sārah. , tadbhāvatvam. ,
sam. sāritvam avidus.ām. vartate / (ks.ara とは，輪廻であり，その状態の性質，すなわち輪廻する者の性質が，無知
の人々に存在する，という意味である) Cv. (reading aks.arabhāvatve) [’]ks.arabhāvatve, aks.are bhāvah. , bhāvanā,
yasya sah. aks.arabhāvah. , tasya bhāvah. aks.arabhāvatvam, tasmin sati / (不滅の者における性質，すなわち，創造者性
(? bhāvanā)，をもつ者が，aks.arabhāvah.であり，その性質が aks.aratvabhāvatvamである。aks.arabhāvatveとは，そ
れが存在しているので，という意味である)

197P. aparasparam B. aparam. param K. sa parāt param
198P.,K.: paśyerann ekamatayo B. paśyeran naikamatayo Cs. (reading vaśyaikaraktamatayah. ): vaśah. purus.ah.

sam. sāranis.pādane yasya vyaktaprapañcasya sa vaśyah. , tasminn eva ekā asādhāran. ā matir yes.ām. te / (vaśah.とはプル
シャである。vaśyah.とは，輪廻が生じる時，転変した現象をもつものである。それについて ekāすなわち共通点のない
考えを持つ人々，彼らは，という意味である) Cv. paśyerann ekamatayah. , ks.arāks.arayor jı̄vaparayor ekamatayah. ,
aikyamatayah. , santo ye paśyeran tes.u samyagdarśanam. nāsti / (paśyerann ekamatayah.とは，滅と不滅を，個我と神
を，同一と考える人々，すなわち同一論者たちである。彼らは観察していても，彼らには正しい見解は存在しない，
という意味である)

199sarvam etad vijānanto Cv. vijānantah. viparı̄tatayā jānantah. / (vijānantah.とは，錯誤によって認識する人々は，
という意味である)

200P.,B.: na sarvasya prabodhanāt K. nāsarvasya prabodhanāt Ca. asarvasya, pradhānaprādhānikavargād bhin-
nasyātmanah. pratibodhanāt / (asarvasya とは，第一原因と第一原因に属するものの集合とは異なるアートマンの認
識によって，という意味である) Cs. sarvasya prabodhanāt avyaktakāryasya jñānāt / (sarvasya prabodhanāt とは，
未顕現より作られたものの認識によって，という意味である)

201vyaktasya vaśavartinah. Cn. vyaktasya, dehasya / (vyaktasyaとは，身体の，という意味である) Cs. vyaktasya
vaśavartinah. , vyaktam. , svayam. prakāśam. brahma, tasya śaktibhūtamāyāyām. vartamānāh. / (vyaktamとは，自ら輝く
ブラフマンであり，vyaktasya vaśavartinah.とは，そのブラフマンの力より生じた幻影において存在する者たちは，と
いう意味である)

202vyaktı̄bhūtā Cn. vyaktı̄bhūtāh. , sarvāparoks.avyaktyā / (vyaktı̄bhūtāh.とは，あらゆるものの眼前に現われるこ
とによって，という意味である) Cs. vyaktı̄bhūtā na bhavis.yanti, svayam. prabuddhabrahmabhūtā na bhavis.yanti /
(vyaktı̄bhūtā na bhavis.yanti とは，自ら覚醒したブラフマンとなって存在することはないであろう，という意味であ
る) Cv. vyaktabhūtāh. , vyakte prākr.tadehe, bhūtāh. jātāh. / (vyaktabhūtāh.とは，vyakte，すなわち，プラクリティに
属する身体において，bhūtāh.，すなわち，誕生する，という意味である)
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（平成27年 1月 8日　受付）
（平成27年 3月 5日　受理）




